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法
政
大
学
第
二
高
等
学
校
の
特
別
教
諭
と
し
て
勤
務
し
た
時
期
は
、
同

校
の
社
会
科
系
の
授
業
で
は
「
学
習
計
画
表
」
を
作
成
し
、
一
授
業
ご
と

の
テ
ー
マ
と
そ
れ
に
と
も
な
う
最
低
限
把
握
す
べ
き
基
礎
知
識
事
項
・
教

科
書
の
ペ
ー
ジ
数
を
明
記
し
、
生
徒
に
学
期
の
最
初
の
授
業
で
配
付
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
ど
の
よ
う
な
学
習
内
容
で
す
す
め
て
い
く
の
か

が
目
に
見
え
て
わ
か
り
、
試
験
前
や
復
習
の
た
め
の
自
学
自
習
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
教
員
側
は
そ
の
通
り
に
授
業
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
テ
ー
マ
を
一
コ
マ
（
五
〇
分
）
も
し
く
は
二
コ
マ

（
一
〇
〇
分
）
で
終
了
で
き
る
よ
う
に
授
業
内
容
と
展
開
を
設
計
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
複
数
の
教
員
で
同
じ
科
目
を
担
当
し
て
い
る
の

で
、
試
験
範
囲
を
変
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
最
終
回
に
設
定
し
た

テ
ー
マ
ま
で
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

非
常
勤
講
師
時
代
も
法
政
二
高
時
代
も
、
私
が
板
書
・
説
明
し
て
そ
れ

を
生
徒
は
写
す
、
い
わ
ゆ
る
“
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
”
の
授
業
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
前
者
と
後
者
で
は
明
ら
か
な
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
説
明

（
講
義
）
の
仕
方
で
あ
る
。
授
業
内
容
の
始
め
と
終
わ
り
が
決
ま
っ
て
い

た
後
者
の
時
代
の
授
業
で
は
、
丁
寧
に
伝
え
る
べ
き
と
こ
ろ
と
そ
う
し
な

い
と
こ
ろ
を
ク
ラ
ス
の
状
況
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
た
。
配
付
プ
リ
ン
ト

な
ど
に
詳
し
く
解
説
を
つ
け
、
授
業
時
間
の
説
明
で
は
そ
れ
ほ
ど
触
れ
な

か
っ
た
と
こ
ろ
を
補
っ
た
り
、
授
業
後
に
読
む
こ
と
を
指
示
し
た
り
、
学

期
に
一
度
く
ら
い
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
少
し
考
え
さ
せ
た
り
し
て
い
た
。

一
　
授
業
を
設
計
し
な
い
と
…

先
生
が
教
室
に
行
き
、
自
分
の
授
業
用
ノ
ー
ト
を
教
卓
の
上
で
開
き
、

一
番
前
の
生
徒
に
「
前
回
は
ど
こ
ま
で
い
っ
た
か
？
」
を
聞
き
、「
今
日

は
○
○
か
ら
だ
な
」
と
言
い
な
が
ら
、
号
令
を
か
け
さ
せ
、
前
回
の
続
き

か
ら
板
書
を
始
め
る
。
板
書
し
て
説
明
し
て
、
時
に
歴
史
の
豆
知
識
・
裏

話
や
授
業
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
雑
談
を
し
て
い
る
と
チ
ャ
イ
ム
が
な

り
、「
続
き
は
ま
た
次
回
。
あ
ま
り
進
ま
な
か
っ
た
な
。
今
日
は
こ
こ
ま

で
」
な
ど
と
言
っ
て
授
業
が
終
わ
る
。
こ
の
授
業
の
監
督
・
演
出
・
主
演

は
先
生
で
あ
り
、
大
多
数
の
生
徒
は
エ
キ
ス
ト
ラ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
か
。
常
に
発
言
し
た
り
、
先
生
の
質
問
に
答
え
た
り
す
る
生
徒
は
、

脇
を
固
め
る
役
者
で
あ
ろ
う
か
。
私
も
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
入
学
し

た
頃
、
高
等
学
校
の
非
常
勤
講
師
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
右

の
よ
う
な
授
業
を
し
て
い
た
。

◉
教
室
レ
ポ
ー
ト
◉

高
校
日
本
史
の
授
業
の
つ
く
り
方

─
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー
の
育
成
を
意
識
し
た授

業
デ
ザ
イ
ン

皆川 雅樹
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“
学
び
家
”
に
な
る
こ
と
、
と
い
う
二
点
を
生
徒
に
提
示
し
た
。

次
に
、
授
業
へ
の
参
加
の
心
得
と
し
て
次
の
四
点
を
生
徒
に
提
示
し
た
。

①
「
き
く
は
き
く　

は
な
す
は
は
な
す
」（
聴
く
・
訊
く
は
効
く
、
話

す
（
話
し
過
ぎ
・
自
分
勝
手
に
話
す
）
は
離
す
・
放
す
）

②
暇
な
人
は
い
ら
な
い
！
（「
暇
な
人
に
な
ら
な
い
」
た
め
、「
暇
な
人

を
作
ら
な
い
」
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
意
識
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
）

③
「
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
」
は
い
ら
な
い
！
（「
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
」〈
他

の
メ
ン
バ
ー
に
頼
り
っ
き
り
で
そ
の
成
果
に
タ
ダ
乗
り
す
る
人
〉
で

は
、
授
業
に
参
加
し
て
も
無
駄
な
時
間
に
な
る
だ
け
！
）

④
と
に
か
く
ま
ず
は
質
よ
り
量
！
（
自
分
た
ち
で
考
え
た
こ
と
は
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
か
ら
整
理
す
る
こ
と
を
考
え

よ
う
！
最
終
的
に
は
質≧

量
を
目
指
そ
う
！
）

三
　
授
業
展
開
の
組
み
立
て

授
業
の
目
的
・
目
標
や
生
徒
の
参
加
方
法
に
基
づ
い
て
、
授
業
展
開
を

考
え
て
い
く
。
そ
の
際
、
念
頭
に
置
い
た
の
は
、
佐
藤
学
氏
の
提
唱
す
る

「
学
び
の
共
同
体
」
に
お
け
る
「
学
び
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

教
室
に
お
い
て
、〈
活
動
的
で
協
同
的
で
反
省
的
な
学
び
〉
を
追
求

す
る
。
学
び
は
、
対
象
世
界
と
の
対
話
（
文
化
的
実
践
）
と
他
者
と

の
対
話
（
対
人
的
実
践
）
と
自
己
と
の
対
話
（
自
己
内
実
践
）
が
三

昨
年
度
ま
で
は
、
専
修
大
学
附
属
高
等
学
校
で
主
に
日
本
史
を
担
当
し
、

専
修
大
学
推
薦
コ
ー
ス
の
生
徒
と
専
修
大
学
以
外
へ
の
進
学
・
受
験
を
希

望
す
る
生
徒
の
授
業
を
受
け
持
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
教
員
が
主
導
す
る
チ

ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
の
授
業
で
は
な
く
、
生
徒
が
能
動
的
に
学
ぶ
場
を
つ
く

る
こ
と
に
試
行
錯
誤
し
た
。
以
下
、
小
稿
で
は
、
そ
の
試
行
錯
誤
の
末
に

つ
く
っ
た
日
本
史
の
授
業
の
設
計
過
程
を
紹
介
す
る
。

二
　
年
間
を
通
じ
た
目
的
・
目
標
の
設
定

年
度
初
め
の
授
業
で
は
、
日
本
史
の
授
業
で
学
ぶ
目
的
・
目
標
や
授
業

参
加
の
心
得
を
提
示
す
る
。

ま
ず
、
授
業
の
目
的
は
、「
日
本
史
の
知
識
習
得
だ
け
で
は
な
く
、
日

本
史
を
通
し
て
「
社
会
人
」
＝
“
学ま
な

び
家か

”
に
な
る
！
（
指
示
待
ち
で
教

わ
っ
て
ば
か
り
の
“
教
わ
り
家
”
で
は
な
く
、
主
体
的
・
積
極
的
に
学
べ

る
“
学
び
家
”）」
で
あ
る
。
ま
た
、
授
業
の
目
的
に
基
づ
い
た
目
標
と
し

て
、
①
日
本
史
を
学
び
な
が
ら
、
今
の
自
分
た
ち
の
常
識
か
ら
考
え
て

「
変
だ
な
ぁ
」
と
思
う
こ
と
を
で
き
る
だ
け
多
く
発
見
で
き
る
こ
と
（
疑

問
を
持
つ
こ
と
・
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識
す
る
こ
と
）
が

“
学
び
家
”
へ
の
第
一
歩
！
（
さ
ら
に
、
そ
の
疑
問
を
自
分
た
ち
の
知
恵

で
解
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
な
お
い
い
！
）、
②
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
・

仲
間
（
学
び
の
友
［
学
友
］）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
を
通
し
て
、「
感
謝
の
気
持
ち
」
と
「
謙
虚
さ
」
を
持
つ

（
1
）

（
2
）
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ー
ド
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
に
と
っ
て
の
「
幸
せ
」
と
当
時

の
人
々
に
と
っ
て
の
「
幸
せ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
比
較
し
な
が
ら
思
考
す

る
こ
と
で
、
歴
史
的
出
来
事
を
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
（
自
分
事
）
化
す
る
こ
と
に

つ
な
げ
る
。「
幸
せ
」
と
い
う
身
近
で
あ
り
な
が
ら
あ
い
ま
い
な
意
味
を

持
つ
言
葉
が
、
生
徒
た
ち
の
情
動
に
刺
激
を
与
え
、
思
考
を
う
な
が
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
感
を
め
ぐ
っ
て
対
話
を
生
む
こ
と
に
も
な
る
。

次
に
、
教
員
に
よ
る
講
義
は
、
例
え
ば
、
生
類
憐
み
の
令
を
テ
ー
マ
に

し
た
場
合
、
徳
川
四
代
～
七
代
将
軍
の
政
策
に
つ
い
て
時
系
列
で
コ
ン
パ

ク
ト
に
K
P
（
紙
芝
居
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
法
で
説
明
し
、
そ
れ
以

前
と
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
。
説
明
内
容
が
書
か

れ
た
レ
ジ
ュ
メ
も
配
付
す
る
。
よ
り
具
体
的
な
内
容
理
解
に
つ
い
て
は
、

Ⅱ
の
学
習
活
動
の
中
で
生
徒
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
思
考
す
る
場
を
つ
く
り
、

促
し
て
い
く
。

Ⅱ
で
は
、「
本
日
の
問
い
」
を
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
題
材
を

用
意
す
る
。
基
礎
知
識
を
お
さ
え
る
た
め
の
一
問
一
答
問
題
・
正
誤
問
題
、

教
科
書
よ
り
も
コ
ン
パ
ク
ト
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
文
、「
本
日
の
問
い
」

と
は
別
の
「
ス
モ
ー
ル
な
問
い
」
を
三
～
四
個
と
、
そ
れ
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
と
な
る
説
明
文
を
読
み
解
く
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
ス
モ
ー
ル
な
問
い

の
例
と
し
て
、
同
じ
く
生
類
憐
み
の
令
を
扱
う
単
元
の
場
合
、「
問
い
一
．

武
断
政
治
と
文
治
政
治
の
違
い
と
は
？
」「
問
い
二
．
新
井
白
石
（
正
徳

の
治
）
が
果
た
し
た
役
割
と
は
？
」「
問
い
三
．
生
類
憐
み
の
令
の
本
質

（
4
）

（
5
）

位
一
体
と
な
っ
た
活
動
で
あ
る
。
そ
の
基
盤
は
柔
ら
か
な
声
と
身
体

に
よ
る
〈
交
わ
り
〉
に
あ
り
、〈
聴
き
合
う
関
係
〉
に
基
づ
く
対
話

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
。

「
対
象
世
界
（
学
習
内
容
）
と
の
対
話
」「
他
者
と
の
対
話
」「
自
己
と

の
対
話
」
の
関
わ
り
合
い
に
よ
っ
て
学
び
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て

毎
回
の
授
業
展
開
を
構
築
し
て
い
く
。
大
ま
か
な
授
業
展
開
と
し
て
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅰ
．
教
員
に
よ
る
講
義
（
学
習
内
容
と
の
対
話
）【
一
〇
分
】

Ⅱ
．�

生
徒
に
よ
る
学
習
活
動
（
学
習
内
容
・
他
者
と
の
対
話
）【
二
〇

分
】

Ⅲ
．�

生
徒
に
よ
る
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
学
習
内
容
・
他
者
・
自
己
と
の

対
話
）【
一
五
分
】

Ⅳ
．
教
員
と
生
徒
に
よ
る
対
話
（
他
者
と
の
対
話
）【
一
五
分
】

Ⅰ
で
は
、
ま
ず
、「
本
日
の
問
い
」
と
し
て
授
業
全
体
を
通
じ
て
考
え

て
も
ら
い
た
い
問
い
を
提
示
す
る
。
こ
の
問
い
が
う
ま
く
で
き
る
か
ど
う

か
が
、
授
業
と
い
う
場
を
意
味
あ
る
も
の
に
で
き
る
か
ど
う
か
を
左
右
す

る
。
例
え
ば
、「
生
類
憐
み
の
令
は
、
人
々
に
ど
の
よ
う
な
「
幸
せ
」
or

「
混
乱
」
を
も
た
ら
し
た
か
？
」
と
い
う
本
日
の
問
い
を
設
定
す
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
生
類
憐
み
の
令
の
政
策
内
容
と
そ
の
背
景
、
生
類
憐
み
の

令
が
武
士
や
町
人
・
農
民
に
与
え
た
影
響
（
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な

ど
）
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
。
さ
ら
に
、「
幸
せ
」
と
い
う
キ
ー
ワ

（
3
）
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と
は
？
」「
問
い
四
．（
自
分
な
り
に
本
日
の
問
い
を
立
て
る
と
す
る

と
？
）」
を
設
定
し
た
。

Ⅲ
で
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
（
A
4
用
紙
両
面
）
を
利
用
す
る
。

ま
ず
、
Ⅱ
で
提
示
し
た
基
礎
知
識
を
確
認
す
る
テ
ス
ト
（
一
問
一
答
問

題
・
正
誤
問
題
）、
自
分
な
り
に
「
本
日
の
問
い
」
を
立
て
る
と
す
る

と
？
へ
の
答
え
を
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
に
個
人
で
記
入
す
る
。
記
入

後
、
隣
り
の
生
徒
と
シ
ー
ト
を
交
換
し
答
え
合
わ
せ
を
行
う
。
自
分
な
り

の
問
い
立
て
に
つ
い
て
は
採
点
者
の
主
観
で
「
○
・
△
・
？
」
を
つ
け
る
。

次
に
、
授
業
内
で
の
自
分
自
身
の
態
度
に
つ
い
て
、
学
び
家
度
（
五
段

階
自
己
評
価
）
と
項
目
（
表
1
）
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
。

最
後
に
、
Ⅰ
で
提
示
し
た
「
本
日
の
問
い
」
へ
の
答
え
を
自
分
な
り
に

質
よ
り
量
で
文
章
化
し
て
い
く
。
A
4
用
紙
片
面
を
文
章
や
図
・
絵
で
埋

め
て
い
く
。
と
に
か
く
書
き
ま
く
る
。
そ
し
て
、
書
き
終
わ
っ
た
ら
生
徒

は
完
成
し
た
文
章
の
自
己
評
価
（
表
2
）
を
行
っ
た
上
で
、
教
員
（
私
）

の
と
こ
ろ
へ
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
持
っ
て
き
て
、
私
は
そ
の
場
で

生
徒
が
書
い
た
文
章
を
速
読
し
、「
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
？
」「
こ
の
発

想
は
ど
こ
か
ら
？
面
白
い
ね
」
な
ど
、
対
話
を
す
る
（「
O
K
で
す
！
」

だ
け
で
済
ま
す
生
徒
も
い
る
）。

な
お
、
時
間
設
定
と
学
習
内
容
は
多
少
違
う
が
、
こ
の
よ
う
な
授
業
展

開
で
現
在
の
職
場
で
あ
る
大
学
の
日
本
史
の
授
業
も
行
っ
て
い
る
。
高
等

学
校
で
は
一
ク
ラ
ス
約
四
〇
名
分
の
生
徒
が
書
い
た
文
章
を
、
最
後
に
速

表1　授業態度の自己評価チェック表

□会話する　□訊く（質問する）　□教える　□教え合う　□情況把握し合う
□聴く（傾聴：人の話を耳・目・心で丁寧に聴く）
□対話（日本史の授業内容を学友同士で深め合う）
□学友への感謝の気持ち　□学友への謙虚さ（仲間を素直に受け入れる）
□自分が暇にならない　□学友を暇にしない
□自分がフリーライダーにならない　□学友をフリーライダーにしない

表2　評価基準表

10 □ S� ：質・量ともに思考充分（自分の言葉で問いを立て考察あり）

9 □A�：質・量ともにあり思考あり（具体例をあげて自分の言葉で説明）

8 □A‒�：質・量ともにあり少し思考あり（自分の言葉で説明）

7 □B+�：質より量で書け思考あり（自分の言葉／教科書等を写す半々）

6 □B�：室より量で書け少し思考あり（教科書等を少し写している）

5 □B‒�：質より量で書けている（教科書等を写しているところが多い）

4 □C+�：質より量で思考なく教科書等を写している

0 □C�：未提出・真摯に取り組んでいない

□今日はちょっと…（授業後に提出する場合は担当者に一声）
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読
す
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
大
学
で
は
約
一
〇
〇
名
分
を
そ
の
場
で
速
読
し

て
対
話
を
し
て
い
る
。

四
　
評
価
・
評
定
の
方
法

日
々
の
授
業
で
の
学
び
の
過
程
や
成
果
を
可
視
化
す
る
た
め
に
「
評

価
」
は
不
可
欠
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
評
価
は
、
教
師
に
よ
る
成

（
6
）

績
づ
け
の
た
め
の
「
評
定
」
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
評
価
者

は
教
員
だ
け
で
は
な
く
生
徒
も
主
体
と
な
り
え
る
。
先
述
の
生
徒
が
自
己

評
価
し
た
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
の
内
容
は
、
生
徒
の
学
び
の
状
態
を

可
視
化
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
毎
回
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
に
お

け
る
生
徒
の
思
考
・
理
解
の
深
さ
を
教
員
は
評
価
し
、
次
回
以
降
の
授
業

に
生
か
す
。リフレクションシートの例

ち
な
み
に
各
学
期
の
評
定
は
、（
ⅰ
）
一
問
一
答
式

の
小
テ
ス
ト
（
基
礎
事
項
）
二
〇
％
、（
ⅱ
）
定
期
試

験
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
＆
記
述
式
問
題
）
六
〇
％
、（
ⅲ
）

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
一
〇
％
、（
ⅳ
）
課
題
（
レ
ポ

ー
ト
）
一
〇
％
で
行
っ
た
。

定
期
試
験
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
式
（
七
割
）
と
記
述

式
（
三
割
）
で
行
っ
た
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
式
の
ね
ら
い

は
、
穴
埋
め
式
の
「
漢
字
テ
ス
ト
」
を
避
け
る
こ
と
と
、

正
誤
問
題
や
時
系
列
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
問
題
文
を
正

確
に
読
む
力
や
歴
史
的
事
実
の
理
解
度
を
は
か
る
こ
と

で
あ
る
。
答
え
が
あ
る
問
題
で
は
あ
る
が
、
歴
史
用
語

の
丸
暗
記
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
出
題
で
あ
り
、
歴

史
的
な
つ
な
が
り
や
因
果
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
情
報
を
分
析
し
て
発
信
す
る
能
力
を
確
認
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
記
述
式
で
は
、
歴
史
用
語
の
説
明



22教室レポート

や
因
果
関
係
を
問
う
も
の
、
主
題
の
整
理
と
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え

を
問
う
も
の
が
主
で
あ
り
、
社
会
の
動
き
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
能
力
を

確
認
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
方
法
は
、
担
当
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
で
あ

っ
た
が
、
私
は
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
の
「
本
日
の
問
い
」
に
生
徒
が

自
分
な
り
に
質
よ
り
量
で
文
章
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
た
。

評
価
基
準
は
表
2
の
通
り
で
、
生
徒
が
行
っ
て
い
た
自
己
評
価
と
同
様
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
授
業
設
計
を
ふ
ま
え
、
日
本
史
の
内
容
を
単
元
ご
と
に

埋
め
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
年
間
を
通
じ
た
日
本
史
の
授
業
に
意
味
を
持

た
せ
た
。

お
わ
り
に

昨
今
、
教
育
系
雑
誌
や
書
籍
に
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
（
・
）
ラ
ー
ニ
ン

グ
（
A
L
）」
と
い
う
言
葉
を
見
な
い
こ
と
が
な
い
ほ
と
ん
ど
な
い
。
私

自
身
も
、
昨
年
二
〇
一
五
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
A
L
を
テ
ー
マ
と

し
た
教
員
向
け
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
の
依
頼
が
絶
え
な
い
。
公
立
・

私
立
を
問
わ
ず
、
各
学
校
は
A
L
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
二

〇
日
付
の
中
央
教
育
審
議
会
・
文
部
科
学
大
臣
諮
問
「
初
等
中
等
教
育
に

（
7
）

お
け
る
教
育
課
程
の
基
準
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
諮
問
）」
に
お
い
て
、

「「
何
を
教
え
る
か
」
と
い
う
知
識
の
質
や
量
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
と
い
う
、
学
び
の
質
や
深
ま
り
を
重
視
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
課
題
の
発
見
と
解
決
に
向
け
て
主
体
的
・
協
働
的
に

学
ぶ
学
習
（
い
わ
ゆ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」）」
と
明
記
さ
れ

た
こ
と
が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
て
い
る
。
本
誌
の
「
教
室
レ
ポ
ー

ト
」
で
も
こ
こ
三
回
の
授
業
実
践
は
、
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
（
日
本
史
の
内

容
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
生
徒
が
ど
う
学
ぶ
か
」
に
関
わ
る
学
習
法

が
強
調
さ
れ
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。

「
課
題
の
発
見
と
解
決
に
向
け
て
主
体
的
・
協
働
的
に
学
ぶ
学
習
」
に

お
い
て
、「
主
体
的
・
協
働
的
に
学
ぶ
」
の
は
学
習
者
＝
生
徒
で
あ
る
。

A
L
は
生
徒
た
ち
が
主
語
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ

ー
」（
能
動
的
に
学
び
続
け
る
人
）
と
し
て
よ
り
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
授
業
の
仕
掛
け
（
型
・
手
法
や
教
材
選
定

な
ど
）
は
、
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
り
、
授

業
の
展
開
だ
け
を
変
え
て
も
生
徒
が
主
語
の
目
的
・
目
標
が
明
確
に
意
識

さ
れ
て
い
な
い
と
意
味
が
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
仕
掛
け
作
り
は
、
目
の
前

に
い
る
生
徒
た
ち
に
合
わ
せ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
授
業
デ
ザ
イ
ン
全
体
が
教
材
研
究
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
認
識
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
に
教
員
自
身
も
常
に
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ナ
ー
で
あ
り
た
い
。
そ
れ
を
生
徒
た
ち
は
常
に
見
て
い
る
の
で
あ
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る
。

註（1
）�　

私
の
こ
れ
ま
で
の
授
業
実
践
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
も
の
を

参
照
。

○
リ
ク
ル
ー
ト
『Career Guidance

』（
四
〇
八
号
、
二
〇
一
五

年
七
月
号
）「
多
様
な
学
び
方
を
用
意
し
た
「
思
考
を
働
か
せ

る
」
授
業
で
生
徒
が
「
対
話
や
学
習
を
し
た
く
な
る
」
こ
と
を

め
ざ
す
」（http://souken.shingakunet.com

/career_g/20�
15/07/2015_cg408_56.pdf

）

○
日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
機
関
紙
『
地
球
の
こ
ど
も
』（
二

〇
一
五
年
九
・
一
〇
月
号
）「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授

業
は
何
を
目
指
し
て
い
る
の
？
」（http://w

w
w
.jeef.or.jp/

child/201509tokusyu02/

）

○
「「
質
よ
り
量
で
の
思
考
」
か
ら
始
め
よ
う
─
思
考
が
対
話
を

促
し
、
対
話
が
個
の
思
考
を
深
め
る
─
」（『
社
会
科
教
育
』
五

月
号
、
二
〇
一
六
年
）

（
2
）�　
「
学
び
家
」
は
学
び
続
け
る
専
門
家
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
は
、

高
木
幹
夫
『「
学
び
家
」
で
行
こ
う
』（
み
く
に
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

参
照
。

（
3
）�　

佐
藤
学
『
教
師
た
ち
の
挑
戦
─
授
業
を
創
る　

学
び
が
変
わ
る
─
』

（
小
学
館
、
二
〇
〇
三
年
）、『
学
校
の
挑
戦
─
学
び
の
共
同
体
を
創

る
─
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
4
）�　

私
が
作
る
問
い
に
つ
い
て
は
、
皆
川
「
情
動
に
も
関
わ
る
大
き
な

問
い
を
通
し
て
歴
史
的
事
実
を
自
分
事
と
し
て
思
考
す
る
」（『
総
合

教
育
技
術
』
四
月
号
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
5
）�　
「
K
P
法
」
の
K
と
P
は
、「
紙
芝
居
」
と
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、
川
嶋
直
氏
を
中
心
に
実
践

さ
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
方
法
で
あ
る
。
川
嶋
直
『
K
P
法
』（
み
く
に
出
版
、

二
〇
一
三
年
）
参
照
。
各
教
科
・
科
目
に
お
け
る
K
P
法
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
川
嶋
直
・
皆
川
雅
樹
編
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型

授
業
で
使
い
た
く
な
る
K
P
法
実
践
（
仮
題
）』（
み
く
に
出
版
、
二

〇
一
六
年
刊
行
予
定
）
参
照
。

（
6
）�　

評
価
に
つ
い
て
は
、
溝
上
慎
一
監
修
、
松
下
佳
代
・
石
井
英
真
編

『
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
評
価
』（
東
信
堂
、
二
〇
一
六
年
）
な

ど
参
照
。

（
7
）�　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

の
違
い
に
つ
い
て
は
、
溝
上
慎
一
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
教

授
学
習
法
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
』（
東
信
堂
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど

参
照
。

（
み
な
が
わ
・
ま
さ
き
／
産
業
能
率
大
学
経
営
学
部
准
教
授
・
元
専
修
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭
）


